
特別活動

１教育課程研究協議会の経過（平成11年度～14年度）

北海道教育委員会は、平成11年３月の高等学校学習指導要領の改訂に伴い、その趣旨の

徹底を図るとともに、各学校の創意工夫を生かした教育課程の編成・実施に盗するため、

平成11年度から、各年度において「新教育課程編成の手引」を作成し、研究協議会を開催

してきた。

各年度の手引の概要については、次のとおりである。

－１１７－ 

手；|の概要 説明及び協縦の概要

平成ｎ年庇

１改iiJの基本方針

２主な改訂事項

(1)目標について

(2)Ａホームルーム活動について

Ｂ生徒会活HMIについて

Ｃ学校行ｺﾘﾄﾞについて

３指導計画の作成と内容の取扱いに関する
配慮｡ＩＦ項

４質疑応答

･ガイダンスの機能の充実について

･家腿や地域との巡携について
･学校の`ﾘ意工夫について

.特別活IMIの授業時数等について

･国族及び国歌の取扱いについて

･部活mlIの取扱いについて

．特別活1,Ｊの性格及び指灘の亜点について
･必修クラブの廃止など、内容機成の兇ir〔しについて

.I引標の「災団の－貝」という表現が「染団や社会の一
風」に改められたことについて
･ホームルーム活､11の内容に「ホームルームや学校の生

活への適応」力切lIえられたことについて

･生徒会活動の内容に「ボランティア活l1ibなど」カリjlIえ
られたことについて

･学校行事でボランティア活勤など社会奉仕の精神を養

う体験などの充実が明示されたことについて

･学校生活への適応や人lII111Ll係の形成、救科・科目や進

路の選択などの指導におけるガイダンスの機能の充実
が大切であることについて

･国雄及び国歌に対する正しい認識をもたせ、それらを

聯正する態度を育てることが大切であることについて

血年度

１特別活動の目標について

２特別活動の意義について

３指灘if１．画作成上の配慮事項について

４ホームルームでの活動内容及びその指灘

に当たっての配MjPIF項について

５総合的な学習の時llilと特別活動との関連

や相述について

６匡1雄・国歌の取扱いについて

７ボランティア活1,1や就業体験など体験的

な活1HIlの、要性について

･目標において1K祝されていることがらについて．

．特別活､11において養うべき能力や態度について

･指導計画作成上の具体的な翻意点について

･ホームルームの各活ZUI内容における指灘上の配Mi【耶項
について

･総合的な学MHの時llllと特別活動のそれぞれのねらいと

相互のllll迎性について

･ボランティア活動や就業体験の意義と指導計画作成上
の留意点について

⑬年皮

１特別活､１１の教育iYIW墨の綱成

(1)特別活動の櫛成

(2)綱成上の留意点

(3)特別活､Ｍ１の授業時数

２指導計画の作成

(1)指導計画の作成に当たっての配Mi【事項

(2)第１学年「ホームルーム活uul」の指導
計画i例

３評IiIIiのエ夫

(1)ｉＷ価の基本的な考え

(2)評価方法の例

４特別活動と総合的な学習の時１１１１について

．特別活動の教育課程を綱成する際のfW意点について

･指導計画の作成に当たって、学校の教育I]標や指導の

Ⅲ点を生かした全体概想をIﾘ】磁化することの必要性に

ついて

･１Ｍ々の生徒の活1Iill状況とその成長・発達の評価、生徒

の柴団とその発達の評価、指導体制の評価が必要であ
ることについて

．特別活動と総合的な学習の時llUの実施に当たっては、

それぞれのl=i標やねらいの相違などを蹄まえて指灘iIl.

画を作成することが正要であることについて

･総合的な学習の時間と特別活】Ｍ１が相互補完・相互還流

的を関係であるべきことについて

皿年皮
１特別活動の指導illlHiの作成

２ホームルーム活1,1（指導上の翻意点と展

開例）

３生徒会活動（指導上の宙意点と展開例）

４学校行事（指導上の留意点と鰹1111例）

･指導計画の作成に当たっては、各教科・科目及び総合
的な学習の時11Uとの関巡や特別活動の各内容相互のlⅢ

巡に留意することが大切であることについて

･ホームルーム活動の指導上の具体的なfW窓点について

･生徒会活1IilIの指導上の具体的な留意点について
･学校行事の指輔上の具体的な制意点について
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２ホームルーム活動の内容

（１）ホームルームや学校生活の充実と向上に関すること

この項目にかかわって行われる諸活動は、学校における生徒の基礎的な生活の場であ

るホームルームはもとより、学校における他の多様な集団生活の充実・向上を図る上で

重要な役割を来たすものであり、具体的な活動内容として、次のような例が考えられる。

【具体的な活動及び題材例】

(2)個人及び社会の一員としての在り方生き方、健康や安全に関すること

この項目にかかわって行われる諸活動は、生徒一人一人が人間としての在り方生き方

について幅広く探求し、心身の健康の維持増進に努め、豊かな人間性や個性のｲﾘ'長を図

るとともに、社会の成員として必要とされる資質や能力を身に付ける上で重要な役割を

果たすものであり、具体的な活動内容として、次のような例が考えられる。

【具体的な活動及び題材例】

－１１８－ 

活動 題材例

アホームルームや学校における生活

上の諸問題の解決
○ホームルームの組織や係活動の円滑な運営
○ホームルーム内における各成員の役Mll分担
○ホームルーム内の好ましい人間関係
○ホームルームの環境鑑{ili
○生徒会活IMIや学校行副]Fへの参力Ⅱや協力
○教科・科1]等の学習における成員相互の協力
○個人とホームルームのMU係

イホームルーム内の組織づくりと目

主的な活11MＩ

○ホームルーム内の組織づくりと各成風の役割

○自主的・Ｉ:I律的な活動と集団生活におけるルール
○ホームルーム生活の充実のためのｶﾞﾘ意工夫

ウ学校における多様な架団の生活の

向上

○学校における多様な集団への参力Ⅱや協力
○某団生活及び社会生活上のルールとマナー
○災団における個人の責任と成員相互の協力

活動 題材例

ア個人及び社会の一員としての在り方生き方に関すること。

㈲青年抑Iの悩みや課題とその

解決

(ｲ）自己及び他者の個性の理解

と尊亟

⑥社会{'二活における役MIIの目

党と自己資任

○人生における青年期の意義

○青年期の様々な悩みや課題とその解決

○青年期の心逼11、心身の発達の特徴や発達課題

○!=I己の個性や適性

○他者の個性の理解と人'111｣M【重の精神

○自己の個性や能力の生かし方

○兆団生活・社会生活におけるルールやマナー
○社会の一風としての義務と役割
○I皇I主的・自fl1的な生き方と自己責任
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(3)学業生活の充実、将来の生き方と進路の適切な選択決定に関すること

この項目にかかわって行われる諸活動は、生徒が現在及び将来の生き方を考え、進路

希望の実現に向け、適切に行動することのできる態度や能力を身に付ける上で重要な役

割を果たすものであり、具体的な活動として、次のような例が考えられる。

【具体的な活動及び題材例】

1１９－ 

(力）ボランティア活llMlの意義の

理解

㈲国際理解と国際交流

○社会福祉活動の意義

○環境保全・保謹活動の意義

○災害援助活動の意義

○地域のコミュニティづくりの意義
○国際社会への貢献・Ｍ１,力

○国際理解の必要性と国際交流の意義

○国際協調と'五1際交流

○国際社会に生きる主体的な日本人としての在')方

生き方

イ健康や安全教育にIHIすること

㈲心身の健康と健全な生活態

度や習慣の確立

(ｲ）生命の尊Zliと安全な生活態

度や習慣の確立

○心身の健康状態の理解

○生活習慣病とその予防

○食事・運動・休養の重要性と余暇の活用

○喫煙・飲酒・薬物乱用などの害とその予防

○性情報への適切な対応と性の逸脱行動の防止

○ストレスへの対処と1ｺ己管理

○生命尊重の緒神と態度

○日常生活における危険の予測と防犯、防災意識

○生活安全と交通安全の確保

○自然災害等の災聾時の安全確保

○安全確保に配Niした環境整備

活動 題材例

ア学ぶことの意義の理解 ○自分の個性や能力を伸ばす学習の工夫

○将来の夢や希瓢の実現と学習の意義

○職業選択と学習の意義

イ主体的な学習態度の確立と学校図

書館の利用

○自ら学ぶことの愈義

○学習方法の工夫・改善と望ましい学習習↑f1の確立

○学校図諜館等を利lIjした学習方法の工夫・改善

ウ教科・科目の適切な選択 ○類型、系列、’111識教科・科目の理解

○進路希望と教科・科目の適切な選択

○先輩の進路と教科・科目選択

エ進路適性の理解と進路愉報の活用 ○自己の性格、職業的な能力・適性等の理解

○効采的な進路悩報の収集と活用の在り方

○学ぶ(IiIl度と機会

○職業調べ

○体験入学や枕業体験活動の意義と成果

オ望ましい職業観・勤労観の確立 ○働くことの意義と目的

○様々なI職業と職業生活

○就業体験等の意義の理解と成果

力主体的な進路の選択決定と将来設

計

○ライフプランの作成と進路計画の立案

○高校卒業後の進路の検討

○進路選択のスキルの獲得
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３指導展開例

（１）ホームルームや学校の生活の充実と向上に関する指導展|;'1例

1２０－ 

諦助名 ＬＨＲ（ロングホームルーム）「好ましい人ⅢIUlI係づ（り」

英雄101Ⅱ 平成15年○川○Ⅱ（○） 爽施鰐所 lKI214ll牧叢

尖施時1Ⅲ ６校時 対象 1年１級生徒`10名

liiIi動の'百I椋

JILI1lの成11は、それぞれに多伽なliHi仙肌をもっていることを]H1解させるとともに、価Ⅲ(ijUのⅡ】迎を受容する態肛をT『て、好

ましい人11Ⅲ1M係づくりを健一1-。

２ＩＰＩ勅の慨饗

．染IJIにおける各成貝の価１V【鋭の遮いを来り越えた好ましい人１１ⅢlU係づくりの大切さについての担任講話を行う。

．「ｲliノル稻併・愛IIT・学歴・他ルル金銀・誠実さ」というキーワードを設定Ｌ、各111の意見の違いをもとに、グループディス

カッションを行い、各グループの代奨が感想を発我-ｹろ。また、名匠lが感じたことを感想文にまとめる。その後、１１１征によ

るまとめを行う。

漁ｊ１ｆ１ｉＩに行キーワードについて券111が優先順位やそのPi11llを槌入することができるワークシートを)Ⅱ恋し、グループディス

カッションに満用する。

３全体iⅡ.iiIIi

１ホームルームにおける好ましい人11Ⅲ111係づくりについての111任謝話.次時の活動IAl存についての擬要説lﾘl、グループ分け、

Kil会や升グループの代表老淳の役削の分担、ワークシートの配布及び記入（１時lⅢ）

２IiIUIiに作成したワークシートを潮jiIしたグループディスカッション及び感想文の作成（１時1111：本時）

３１iI2IIlHIIlの活動にIlUするIUImによるまとめ、ホームルームの年1111活動計画についてのiけ縦（１時ＩＨＩ）

４ＩｊｎＩｌＩＩ 

椚動内容 到達目標 評価のijl点 iN:価方法聯

導入５分
１内容とIiI標の確趨

２「1分の価U(観を見つめ

ろ

･ｌｉｌ時に作成したワーク

シートを１V度確認す

ろ。

・禍1RlIIAl客と目標を＋分にPI1

解できる。

・111分の価位鋭をiIj認識でき

る。

【'1M心・意欲・鰹匹】

･真剣に話をⅢいているか。

【叫考・判断】

・ワークシートに記職したＩｆｌ

分の価1M【観について、深（

秒察しているか。

○教師の肌察によるi瀞価

･話をDII〈態匹

.取り組む勉皮

''４ 
１１１１ 

３５ 

分

３グループディスカッ

ション

①グループ（４人）でｊｌＬ
まる

､他のメンバーの便jI61Ui

化を;噂き写す。

･什頓ｎごとにI:,分と他

のメンバーとの優先11m

位のｲⅡ趣を砿趣する。

･メンバー=とに通いの

合Ｍ１をi汁算する。

②ＩＭＩし合い

･お瓦いの意見を交換-ケ

る゜

･各191がi弼し合いで感じ

たことをｉＩｆ〈。

４１シェアリング（分かち

合い）

・ｉｆ班の代我は、班の謡

し合いの嫌子や自分の

感想を述べる。

・窓兄交換をj、して、他の〆

ンパーとの価11[鋭のｲⅡiiLを

泌識できる。

･他のメンバーの意兄にdIf

lliM二耳を価け､難爪できる。

．Ｉ?1分の考えを萱理的に変

現することができる。

・111分の役削を来たしなか

ら、協力して進めようとす

るﾋﾟl主的、尖践的な活動が

できる。

IIllI心・意欲・態１１:】

･抗極的に活1Hllに参川Iしてい

るか。

･他者の迩見に雛KIAに1｢を傾

けることができるか。

･扇j金粉や代斐君など、器I:Ｉ

が自らの役ＷＩを-1-分iLg識し

て活動に鴎むことができる

か゜

【思考・判断】

･他者の意見を|Ⅲいて、１２１分

I:I身の価値観を糯鋭的に孝

えることができるか。

【技能・表現】

｡I:1分の考えを強理的に爽現

することができるか。

【AII識・理解）
．好ましい人'１１Ⅱ川係づく’）

と、胤分とI土述う(ＩＨＩ性や価

IUi観を遜め合う二との大切

巻について理解できるか。

○教師の肌繋による評価

.取り組む態1,1

.話をllH《態llli

･生徒の淡乳IAl群

蔵優先lUi位や合11Ｉは、ワーク

シートに紀戦-$-る。

蟻多数決をとらせたりはしを

い。あくまでも意見を邸Ⅲ

することを催先-1-る。

蕊話し合いの過り1Mを大切にす

る。

蕊感じたことは、ワークシー

ﾄに記戦する。

蕊本時l土、奇数班の発糞とす

る。（３分×５）

まとめ川分
５１Ｍり巡り（感想文）

・iili助IiiIと活動後におけ

る式持ちの変化などに

{W窓しながら、水時の

蝶想をilF（。

･価仙鋭の迎いを認め、おJ1：

いを聯攻しあうことができ

る。

IllU心・意欲・態庇】

.〕域Ⅲに取り組んでいるか。

IHI瀞・判断】

･兜なる価仙捌をもった人を

受容しようとしているか。

○教師の観察によるilf価

．取り組む態皮

○膜り返りの懸想文のiﾄﾄﾞ価

･生徒のhﾄﾞﾋﾞﾘ返りの1A1審

遼悠想文が米光成の:Ｆ１は．後

ロ完成させて腿}11させる。

藁感想文にIまIIlIfがコメント

を添え､各生徒に返却する。
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(2)個人及び社会の一貫としての在り方生き方に関する指導展開例

121 

〆

禰勤名 ＬＩＩＲ（ロングホームルーム）「社会生活上のルールとマナ･－」

英施191｢Ｉ 平成15年ｏｎｏＩｌ（○） 爽施ｊｂ所 3KIを１組教案

災施lMFlIII ６校時 対製 3年１級生徒40機

ｌ活動のロ標

社会生活上のルールやモラルの繊維について考えきせるとともに、正雑MHや公jl埒を1Kんじる心、Ｉ:Iil1・l2IlIdIの心などの火
切さについて理解させる。

２摘励の慨要

･柵滞fE誌の使用マナーや染hlLマナーについてのアンケート（生徒及び地hHL化皿対象）の典計結染をもとに、各ホームルーム
の行班において意見交換を行う。また、J1[としての意見をまとめ、次HliI二意Ｌ兇変を行う。

燕班としての意見をまとめる際には、IWIIII記ﾘ;、図書．インターネット守をiiIijIL、班独自の調狂研究活動を行う。発溌時に
は、発糞資料を準(刺する。
・各班の意見発表後に、１２１己評価と各111の祇動のまとめを行う。その後、ｌＩ１ｌ冊によるまとめを行う。

３全体;１．画

１撫粥髄iMiの使用にかかわるマナー及びパス・列１１[の采jliマナーについてのアンケートの実施
燕アンケートの作成・英雄。ⅡＬｉ１ｌは放抓後報の時1111を謡用し、41z柵委11金が行う。

２１１m11世による活動の慨嬰HMIﾘj、ＭＨ細成(各班８名)、アンケート緋JILの鞭蝦、新'III群の琵科研究、各班における窓ﾘﾑ交換及び

班の意見のまとめ、発表11$の淡料作成、司会粉、発斐調．タイムキーパー聯の役VRI分111（２時Ⅱ11）
３什班の意見発表（ｌ班－３班）（lIlIrlⅢ）
.Ｉ各班の意見発表（・Ｉ班－５１１f)、行Ｉ?lのまとめと自己iIIi価、111征によるまとめ（１時llIi本時）

４腿１１１１

活動内容 到達目偏 lＮｉ価の観点 $ＩＦ価方法癖

導入５分
lIiIl時までのまとめ ･iiIi肋への興味・関心．意欲

を11Ｗ>ることかできる。

【Illl心・意欲・態度】
.】U剣にMIFを１１Ⅲ､ているか。

○教師の娩崇によるi)F価

･iii時のまとめを1111〈鰹哩

ljQ 
llII 
4IO 

分

２４班の意見発表

①意見発表９分
･現状の認識

･批判に対する考え

･課皿意識

.望ましい在り方

②反対意見３分

③賛成意見３分

３５班の意見発糞

①意見発表９分
･現状の認識

･批191に対する考え

･諏題意識

･瓢ましい在り方

②反対意見３分

③撹成意見３分

１各I］のまとめとＩ:l己J1ド

価

①0M人としての意兄

②活動への参加態度のI?’
己評価

③招釛の感想

①決意

･郷fif遜緒の使凧マナーや米
〕l[マナーについての意見交

換を、して．社今牛活}己の

ルールやマナーについて孝

えることができる。

･鵬IIFflLi隅の他FIIマナーや采
)I(マナーについての意見交
換をj、して、Ｉ;I由と責任、
IIli利と雑務などのIlll連につ

いて考えることができる。

．I?1分とI土通う他人の意見に

11.をIJIけるとともに、ビ1分

の愈兄をWi極的に発隷する
ことができる。

･各111が、雌団IAIの役１Ｍを避
敬L、適切にその役割を采

た･I-ことができる。

･IllHMf地iliiの使lⅡや列jli采H1［
時のマナーについて自分I:ｌ
身の1111Kmとして考えること

ができる。

.I?'らを客iju的に見つめ、向
上へのIHI鰯的な態度をもつ

ことかできる。

lllM心・迩欲・態度I
･嫡極的にii1i勅に参加してい
るか。

･他稀のij蕊に蛾lIiMﾆｴ｢を傾

けることができるか。

･両I会、発我、賛成・反対意

兄発爽など、各1:lがl:lらの
役Ⅱ'11を-|･分泌激して活動に
副ｂことかできるか。

【思考・fII断】
･アンケートの緋采等を社会

生活上のルールやモラルに

かかわるl1IIHmに結びつけて

考えることができるか。

･アンケートの結果等をI:1画

と資鵬Ilii利と維務などと
11M巡161･けてむえているか。

【技能・il2現】
.':1分の轍えを鎗理的に斐現

－１.ることかできるか。

I知識・Ii1解】
･柵ilfmLlWiのMillIマナーや乗
jl[マヅーーについてのiilUHmや

胡ましい行uuIについて理解

できるか。

【IⅢ心・迩欲・鯉皮】
･IHIli的にfl己評価等の活動
に取り*11むことかできる

か゜

【忠孝・判断】
・アンケート結采や意見交換

を111分脚身の生活と結びつ

けて秒えることができる
か゜

【技能・爽現】
・111分の考え癖を適切に文章
で我UIすることができる

か。

【知鎚・ｍＵＷｌ
・撫帝池ＩＨＩの他ＩⅡマナーや乗
jl[マナーについての課１mや

馴ましい行動について理解

できるか。

○教師の182蝦によるbｻﾄﾞ価
･意見発淡のIAI存

･迩兇発炎の方法

･窓jiL発糞の111$l奥

･窓処発変をＩ１ＩＩ〈鰹皮

･反対・焚成意IL発我への参
川I態肛

○作成資料のi秤IiHi

･意見発爽時の賛科の内容

○相互評価栞のilI:価

・生徒によるｲⅡniIli価の緋JIL

蕊反対な｣と及び践成意!』は発

表班以外の112t,kが111主的に
光節する。

涯各41：t,ﾋﾞがｲⅡ１１:iHl価架により

窓jiL発爽をⅡ11価･１.ろ。
蕊司会折及びタイムキーパー

は生徒がl1uiする

○教師のhM粥によるiiIi価
・Igl己評価雛i把入の魍皮

○自己評価蕊のilf価

・自己i紳価票の内容

蕊まとめやl1Iuilli価蛾は、後

Ｈ完成きせて慨111させる。

まとめ５分
５担任によるまとめ

①活動の状況への評価
②望ましいマナーの在り
方についての講話

・111征によるまとめや議話と

111分の考えを比較して鞭嬢
を深めることができる。

【IⅢ心・愈欲・態艇】
.Ⅳ剣にまとめをllIlさ、自分

の秒えとの迎いをから'IHI麺
をより深く理解しようとし
ているか。

○教師のｉｎ察による椰価

．まとめ鞭を1111〈態哩
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(3)学業生活の充実、将来の生き方と進路の適切な選択決定に関する指導展開例

１２２－ 

Ｆ助名 ＬｌｌＲ（ロングホームルーム）「主体的な学課態度の確立」

足施期rｌ 平成15年oHoIJ（○） 実施t勘所 ２年１組教霊

実施時ⅡⅡ 6催時 対象 2年１組生徒40粉

１活ZllIの目様

将米の夢や希刻の爽現を目指した学洲のi汁画を立てさせることにより．主体的に学習に取り》I1U懇l災や能力を養う。

２活動の概要

､進路希望の災汎にIiiIけた夏季休業’１１の学習の大切苔についての111係講鱗及び卒難生の受験体験ilUの細介を行う。
.ｆi､I:lが夏季休梁中に11i点的に取り#1ｌｂうとする学洲の）し体69をilf画を作成する。
燕各i:IがⅢ点的に収I)ﾈ11む学習内容とその理111、学習の１１職．時IIIi、柵所、必挫な参考書等がi1溶込めるワークシートを作成
し、活11Ｉする。

･工夫されたiifIIllj例を全生徒に紹介-1.る゜

･蝿111きれた１１１．画iIFに1m柾がコメントを艇入して返却-1．ろ。

３全体計画

ｌ現在までの成紬報が紀戟された４１k判112録カードのIHLjj（IillIl）
２ 

３ 

これまでの定juI秒従や棋擬試験、資絡取１＄等の状ilLを鴫にした各EIの学iW上の課題のIﾘl確化（IiiⅡ家座における狐Ru）
担任講蹄．卒業生の受験体験肥の靴介、夏季休業810の学ilV3r面の作成、工夫きれた計画案の紹介（１時llH本時）

．ｌ展llIl

活mbIAl行 到達目標 i評価の概点 評価方法等

柳人刈分
１担柾識ＩＭＩ

･進路尖りLのための夏季

休業DIOの学習の大切き

についてlI1慨が講話を

行う

２受験体験１１８の黙哉
･大学入跳や純職試験に

合格した卒難LIZの受験
体験記を黙iｉｆする

３感想の発炎

･準乎または'111疵の指名

により懸想を発巽す

る。

･担任が鵬iU1にコメント

を力IIえる。

･巡跣尖乳に向けたＸ季休業

81】の学習の大切苔について

｣H1解できる。

･現在のI]分の学習方法ぺ,

学ilY蝋腱について許肌的
に”えることができる。

・I1lらのＨ常の学iIY謝佃につ

いて鞭え、今後の準iWにlUl

硫な術計を持つこと力《でき

る。

【１１U心・意欲・態皮Ｉ
･111任や他の』MjIiの発斐に真

剣に町を傾けているか。

･卒業生の体験妃を真剣に謎
んでいるか。

【思考・判IUi1
･自らの学謝謝l､について典

剣に振り巡り、改瀞の意欲

を排つことができるか。

【技能・溌現】
･自分の秒えを迩切に述べる

ことができるか。

【知識・理解】
･夏季休難が巡蹄実現のため

の学洲の１Ｍ(転機会である

二とがFI1解できるか。

○絃Iiliの醜察によるiI1i価
.ij＃llliを1111〈態度

･受験体験記を説心態l典
･感想発斐の内容

･懸想発表の態度

･感想発表をU１１〈態匹

蕊生徒の発渋1A1審にｈＩして
は、共感的態皮でコメント

1-る ｡ 

鵬州濁分
.ｌ「程の以IhI上プラン」
の作成

①担睡がワークシートを配
布し、記入｣』の１W意UfJri

弊について脱IﾘＩする。

②夏季休業011にjＫ点IMjに収
ﾘ組みたい学習とその理！

由を記入-).る。

③夏季休業Ⅲ$の学iWに必要
な参考資料、iWilII可能な

地域の施批鞭を記入す
る ◎ 

①夏季休難$１$の学滞につい
て日稚．IlIillII、学iWの方

法等を典休的に考え、記

入する。

.I?1分の将来の夢や希剖1こつ

いて考えることができる。

・111分の学刊状況を器njlIMjに

ＩＭＩ)返り、課HmiをIﾘI砿化す

ることがで暮る゜

．又季休業ilnの学瀞にIﾘI砿Yｒ
|](19窓識を持つことができ

ろ 。

.Ｈ季休業【IUの学洲に必Iulな

ことがらについて』し体IMIに

考えることができる。

．又季休業zI3の学謝につい

て、Ｉ】礎、時M1、学習の方

法などの兵体的な;1.111,iを江

てることができる。

【関心・意欲・鰹度】
･ワークシートの紀入などに

真剣に取り#11んでいるか。

【思考・判IUil
.'］らのi血路布製をIﾘ]硫化す
ることができるか。

･進路希盟と緋ぴつけて、』し

体的な学iUYill･他iを立案する

事ができるか。

･自分の学謝の状況にあった

目標をi没定することができ
るか。

.I:1分の学iIY状況にあった敬

材や学習方法を選択する二

とができるか。

【技能・糞J9L】
･有効に荊Ⅱけることが可能

なワークシートを作成する

ことができるか。

○牧師の観察によるｊＩｉ価

.`蝿IﾘlをUⅡ<態皮

･ワークシート{1号成に】Iエリ組

ｂ態度

○ワークシートのil･ﾄﾞ価

蕊爪点的に取り組みたい学淵

は２ｒｉｍ程度に絞って尖施

-ﾘｰる

蕊学校図杏館や進路折獅浅科
鑑における活jllTlJ能な図i1i

RI(の一覧や地域のfIⅡ１１可能

な敬方施設の一覧を作成

し、配布する。

蕊適施、机IⅢ巡視を行い、ア

ドパイスを勺･える。

まとめ５分
５本川のiilijllllの趣旨の確

認

６優れたilllⅢIiの紹介

･工夫さ'Lた$ⅡIiiについて

数例、紹介する。

･本１１のﾋﾞ1分の取組をlIiり返

り、適切な自己ilﾄﾞ価を行う

ことができる。

l関心・迩欲・態幽】
･担妊の綴を〕ｴﾘMにIⅢ〈こと

ができるか。

I思考・判断】
･工夫きれたiⅡ1llIi例と【÷l己の

作成したｉｌＩ･iilliを比校し、３１．

imiの改秘に役立てることが
できるか⑤

○縦Illjの飢察によるjFlmi

.まとめを'111〈態皮

○ワークシートのdIli価

蕊時1111円にワークシートを完

成できない場合は、次の【ｌ
に蝿111させる。

;:(後I]、担征のコノントを舵

入し、全生徒に返却-｢る。
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